
Z

‐」

°
7■擢華7(%8ι)率イ準

“

FF騨`)■

=耐 Rγη日

“

副%SI]千力lH祥、γY騨`fl)⊇⊇ ``繁)2♀」離、γ才日

“

副勇¥⑫Y騨・IF騨⑫↓6τoτ`準1)∠4口[

・ツα早2%g91⑫判↓某製21カ6τOτ`ウ0227藩騨`攣|1響`講早*`〉■)(12酢滸`準lL」鰹Y“・甲1,こ
。
副率死oτ野口■1〉n tta F)、Ac⊇η馴:f取締・撃剛⑫∠4口⑫ヵcτoτ l

国4」`%9・81⊇
'|IFttflフ

1カ8ZOZ`■祥⊇
'⑦

7ヽ4)ν♀甲騨%Z・08⊇,国中`%9・

“

⊇‖IFttf'

⊇|●IZOZ`■7ヽη°ヽ
A身1ヽ)0平(、9■122■1喜甲騨⑦甲

`当

°
マ0身⊇17⊇

'手
6黎4>♀Y

、γ聾甲騨⑦ゾμ・甲オユコフη寺8ZOZ2■■]、77'`以⑦7■釧軍⊇1革音、7摯WYご・甲オユ
■1専ZZOZ°7Cマ26駅⑦甲騨Y“。甲オユ`■1図T7η87■2並哲⑦甲騨卑

`T⑦
⊇

°
7077]薔■1)割洵ル8661`S(%8・予)勁聯⑦(YttY手″ム甲騨)印騨畔⑦古880Z
°
7■響理呈孝(%I・8Z)]薔T市■1甲騨⊇|=880Z`■準当7]千dCO樫⑦到ロカ⑦Y騨7甲
〔隣19`″繁フ1+聾ツdCD`■lZ□°

fマC77、6't準4:⑦響軍(当ig)α餃̀
Flフ
η専8ZOZ`)ヽA瑠:フl⑦

7η割理塁7(%6・81)求6Ц⑦YttTT⊇1専ZZOZ`[1甲騨`■準普縁華」

“

許夏¥⑦甲騨9

`1鉾

⊇,擢WdCO`fη I園°7092カ7Q丁、7並哲卑♀¥⊇η甲騨⑦工4口 `■1カ8乙OZ
°

'マ
)⑦9ヽ1)0身>卑W tt rヨ〔】f⑦瑳手¥単オ型⑦∠4口 `II Y“・甲オ

'1°'ヽ

A)0身7
(■7普準)普筆⑫%0・0■lL」[1早Y“。甲オユ`■科⊇l⑦99、)ヽ晋¥⑦%Z・Ztt L」」早ゾζ・甲

`ユ 」r%` `ゞ,7)普¥⑦%ι・I求当fldcD`7,准尋麟士Ц筆⑦寺8zOz～ι10z Oこ7cマ)
」7鼻千⑫%6・シ■L」」畢ゾ

“

・甲オ立」r`6準lt⑦%6・I■lL」」早Yg。甲オン■1●8ZOZ`7,Iフ,マン
ツ`シ1ヽ)■¥疑縁P卑才晋Iコ⑦ツ`)やC'フlL」」早Y/・甲

`ユ

:ヨr7L」」早Y/・甲
`122巣`Tツ `寺7年141擢W∠4■°、A7PT⊇η醤¥⑫%z・I¬以鮮士

寺⑦寺8ZOZ～ZZOZ`以⑫7ι認%
Z・IY手′ム■1⊇

'ル

ZZOZ`ゞ9ヽ1)νq百7ヽA軍フ1浙ヨ■`fl普準壌剛⑦%9・8⑦↓8ZOZ
晋筆攘副

・
ζ

°
197叫η櫂誹フ1暑コ||`)ヽAGフηヾ-4畢γ`迎覇」千ヨ`晋筆某剛`割桁明η°9、A)
百7'9、γ酪園宗日|■)■国⊇1ヽ-4最γき迎掏`!IW`多97百フ1`T,、1)77⊇q
キ千`二99ヽ7ヽγヽフηtti斗某■ツ⑫ユ単:ラ`!′1巣

`i刷

|∠不口°
7Cマ)⑦■9fフ1讐菖`〉身■1)

⑦■9fフηVと言γ/⑫¥彰■17⊇ `ゞ7(172晋¥⑦%9・8■1⊇η力8ZOZ■1撃覆ソエ4コ
°
77醜以外

S、
^7,7>♀

レヽq薔以以準νr■)首以勁口ヵ,単可ギ⊇ηdGD`a776熙⑦響ョ方z
以珊冨¥、7聖耕甲騨⑦∠不口 `)ヽγ7,準イロ>♀¥)、n繁⊇η喜準flヽ1'9酵0、7甲騨⑦
Y“・甲オユ⑦∠4口 `■17⊇°

7Q下、7並哲孝♀Y⊇,甲騨⑦∠4口■1フη寺8ZOZ`)■|ヽキ⊇|

学r°77計
'判
載募Wttγ7ヽγ皿計nヽ■暑⑦4//-4/`ν tt γ塁、γ時¥■聾冒国⑦翠

像)、lκ∠∠ゾ馴迎)γ昂千ヽY¥迎鞠`6T⊇,マン言γr⑦⊇°77♀隆¥、γ晋準軍⑦早%
ι `■目

“

計γヽ甲嚇イ軍丁⑦ア/・甲

`ユ

⊇
'薔
昇縁釧軍⑦W甲オ`以上⑦′`と言γ/⑫⊇ 】ヽ⑦

ヽ認q下理⊇
'コ
↓ι00Z～000Z`fi Vと言γ/普¥⑦⊇°,ヽ1)レ

身77G身⊇1理節、γ豊剛
⑦「Vとすγ/晋¥⑦∠不口>9章フ1甲騨⑦Y“・甲

`立

」⑫半彩`Fl⊇1寺8ZOZ¬剛W°2
■彰身)ヽn(´⊇η、7709並g、9、7撃剛∠4口 `割資箪曽手″4′4⑦寺ZZOZ`f`以跳V

コ|の0準|・L

卿帳琴黄Ⅵ誕朝r)」ヨー引酬田
⊆
'9ヽ
3γ■ ■FIマ

‐」

里 昌

算消oマy=γr普軍0¥影:拳軍0累恐∠バロ



｀レ

｀レ

に44.5%,イ ンドに34.0%が輸出されるようになった (表 1)4。 中国やインドヘの輸出は,

ディスカウント価格での輸出となり, これも輸出額減少の要因となった。天然ガスについ

ては,2023年のパイプラインによる輸出が,数量でも2021年 と比べて半減する事態となっ

た
5。

2021年 にはEU向 けの輸出が65.6%を 占めていたが,2023年 にはそのシェアが26.9%に

低落した。

石油・ガスの輸出が大幅に減少するなかで,2023年 にGDPの 3.6%成長をもたらしたの

は軍需であった。経済活動別にGDP成長に対する寄与度を計算すると,製造業の寄与度
が0.87%で 最大であったが,そ のなかでも,金属製品,電子計算機 。電子・光学機器,そ
の他輸送機器の寄与度が大きかった。さらに詳しく鉱工業統計を見てみると,軍需に関連
する部門の増加率が高いことが分かる。製造業の増加率は7.5%で あったが,兵器や弾薬
の生産に関わる「他の分類に合まれないその他の金属製品」が38,7%の増加,兵器の部品
生産に関わる「電子計算機 。電子・光学機器」が32.8%の増加,戦闘機を合む「航空機 。

宇宙機器」が21.5%の増加,戦艦や戦車の生産に関わる「他の分類に合まれないその他輸
送機器」が34.8%の増加であった (服部2024)。

3.連邦財政
ロシアの連邦財政歳入においては, これまで石油・ガス収入 (石油 。ガスの採掘税や輸

出関税などの税収)が大きな役割を果たしてきた (図 3)。 しかし,2023年 には石油 。ガ
ス価格の低下により,石油・ガス収入が大幅に減少した。石油・ガス収入は,2005～ 2019
年の平均では対GDP比8.6%で あったが,2023年 には5.1%に低下した。これは, コロナの
影響で油価が下落した2020年を除くと, これまでで最も低い数値である。石油・ガス収入

が連邦財政歳入総額に占める比重は,2005～ 2019年 の平均では44.4%で あったが,2023年
には30.3%に低下し,こ れも2020年 を除いて,最低の数値となった。ロシアでは,石油・

ガス輸出の不振は,連邦財政歳入の減少に直結してきたが,2023年の連邦財政赤字は対
GDP比 1.9%に留まり,2022年の同2.1%と ほぼ同水準であった。これは,非石油・ガス収
入のなかの輸入関連の税収が,ルーブル減価によって膨れ上がったことによるところが大
きかった。後述するような大幅なルーブル減価は想定外であり,財政はその恩恵を受けた
形となった

6。

4.為替レート
2023年のルーブルの対 ドルレー トは, 1ド ル=84.7ルーブルであり,史上最も安い水準
となった (図 4)。 同図から分かるように,ルーブル・レー トは, これまでは油価の変動
との相関が高かったが,2018年頃から油価が上昇しても必ずしもルーブルが強くならない

状況が発生するようになった。2021～2022年 においても,油価は相当上昇したが,ルーブ
ルはほとんど増価しなかった。2023年 には,油価は前年よりは低下したものの,かなり高
水準であったにもかかわらず,ルーブルが大幅に減価したのである。
2023年 におけるルーブル減価の直接的な原因は,石油 。ガス価格低下による経常収支黒
字の大幅縮小であり,イ ンフレの高進も減価に寄与したと考えられるが (2023年のインフ

42023年の石油・ガスの輸出額・量について, ロシア税関庁,統計庁,中銀は公表していないため,表 1で は,
BPと Enetty institutcに よる数字を利用した。
5液
化天然ガス (LNG)と しての輸出 (サハリンからの輸出を含む)はそれほど減っていないが,ロ シアの場合,
LNG輸出額は大然ガス輸出総額の12%を 占めるに過ぎない (2021年 , ロシア中銀のデータによる)。 経済制裁
により,LNGの 生産を拡大することも難しい状況である。
6ロ
シアの財政の問題については,金野2023,服 部2024, 日菫2024が参考になる。
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図 1 ロシアの輸出の実質増加率 (対前年比 %)
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図 2 ロシアの輸出 。輸入の名目値 (対GDP比  %)
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表 1 ロシアの原油・ガスの地域別輸出

ヽ

注 :合計は2024年版で更新された数字であるが,2021年 と2022年の内訳は各年版の出所による。
構成比は,各年版掲載の合計値から計算したものであるこ
出所 :BPと Energy lnstitutcに よる S′″′S″

“
7/R`1'01`'f IIら″/″ D7`7邸 各年 片反か ら作 成

=

2021      2022     2023 2021      2022      2023

原油

合計

欧州

中国

インド

その他

244.11

138.7

79.6

4.5

21.3

100:万 t

262.7

116.9

86.2

37.0

22.6

240.8

32.4

107.0

81.8

19.6

構成比 (%)

100.O     100.0

52.6      44.2

30.2      32.6

1.7      14.0

15.5       9.3

100.0

13.5

44.5

34.0

8.1

天然ガス (パイプライン)

合計

EU

その他欧州

CIS

中国

201.4

132.3

34.7

27.1

7.6

10億翻

125.0

61.5

23.9

25.3

14.7

95.4

25,7

24.1

24.3

21.31

構成比 (%)

100.0     100.0

65.6      49.1

17.2     19.1

13.4      20.2

3.8      11.7

100.0

26.9

25.3

25.5

22.3


